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交通事故で家族を亡くした子どもは、気持ちやからだに様々な反応がみられたり、
行動面での変化が生じたりすることがあります。しかし、子どもの性格や感じ方は、
子どもにより異なり、一様ではありません。また、子どもの悲しみ方や回復の過程
についても、それぞれ子どもにより異なるものです。

保護者や支援者の方には、このパンフレットをご参照いただき、今、目の前の子
どもがどのように感じていて、何で困っているのか、また、どのような支援を求め
ているのか、反対に、してほしくないことは何なのかといったことについて、十分
なコミュニケーションを重ねる上で、状況を察しながら支援していただくことを願っ
ております。

今後、交通事故で家族を亡くした子どもの保護者の方や支援に携わる皆様に、こ
のパンフレットをご活用いただき、そのことが子どもたちの支援につながっていく
ことを願っております。
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